




10.

11.

（１）

（２）

（３）

10.

※ライブ研修は、全国土木施工管理技士会連合会の継続教育（CPDS）認定プログラムではありません。
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12.

・上記環境に該当しても、セキュリティ環境によっては閲覧できない場合があります。

※研修センターホームページ申込画面にある確認用動画で閲覧可能か、お申込前にご確認くだ
さい。

注意事項

動作環境

・インターネットを閲覧できる環境 （ 通信料は各自負担となります。）

・推奨OS:　 Windows 10以降、 Mac OSX　10.11以降

・推奨ブラウザソフト:　Google Chrome、　Microsoft Edge　（バージョンは、すべて最新版）

【ライブ研修】

継続教育（CPD）について

ライブ研修に関するご案内

（一社）建設コンサルタンツ協会の継続教育(CPD)認定プログラム（令和4年度単位数 20.5）

【 集合研修 】

　ＩＤ／パスワード送信時に、「学習報告書」を添付いたします。
　「学習報告書」に必要事項を記入の上、返信してください。確認後、修了証書を送付いたします。

　また、申込時に登録された住所に研修テキストを送付します。

・サービス利用に当たってのサポートは致しかねます。

・申込者のみ閲覧可能とし、視聴ＩＤ等の譲渡を禁止します。

・受講される人数分お申し込みください。

その他

・申込締切日以降、受講に必要な「ＩＤ／パスワード」を送信します。

・研修開始の３日前（土日祝日は除く）までに「ＩＤ／パスワード」「研修テキスト」が未着の場
合
  は、ご連絡ください。・ＩＤ／パスワード通知後にキャンセルはできません。

修了証書の発行

・お申込みに当たっては、「ＷＥＢ研修規約」の内容を確認し、同意の上お申込みください。

・動画を録画・キャプチャーすることやＳＮＳ等へのアップは禁止します。

駐車場はありませんので、自家用車でのご来場はご遠慮ください。

ご持参いただくもの（筆記用具、共済組合員証又は健康保険証、雨具等）

研修受講中の服装及び履物は、研修にふさわしい常識的なものを着用してください。

そ の 他

継続教育（CPD）について

（一社）建設コンサルタンツ協会の継続教育(CPD)認定プログラム（令和4年度単位数 20.5）

（一社）全国土木施工管理技士会連合会の継続教育(CPDS)認定プログラム（令和4年度ユニット数21）

食事については、平日の昼食時のみ、お弁当（税込５００円）の販売を行います。

支払いは、直接販売員へお願いします。

【お知らせ】



講義

時間 所　属 氏　名

 9:30～12:00 2.5

13:00～18:00 5.0

　9:00～11:00 2.0 　地質調査の必要性と調査方法

12:00～15:00 3.0
　地質調査業務の計画の立て方
　　　　―個人演習を含む―

15:10～18:10 3.0 　地質調査業務の積算

　復建調査設計株式会社　東京支社
　第一技術部 部長

　一般社団法人
　全国地質調査業協会連合会
　積算委員会　委員

山　田　和　弘

　9:00～12:00 3.0
　地質リスクマネジメント
　―地質の不確実性を
　　　　　　　　理解しコスト縮減へ―

 
  基礎地盤コンサルタンツ株式会社
　技術本部　副本部長
 
　一般社団法人
　全国地質調査業協会連合会
　編集委員会　委員

尾　高　潤一郎

13:00～15:00 2.0
　地質リスクの
　　発現事例・原因・対応のあり方

　国立研究開発法人　土木研究所
　地質監 阿　南　修　司

1５:00～1５:10

計 20.5 h

５／１１
(木)

　株式会社ダイヤコンサルタント
　企画・技術本部
　執行役員　技術統括部長

北　川　博　也

５／１２
(金)

　閉講式

　※教科目及び講師については変更することがあります。

５／１０
(水)

 8:50～ 9:00
 9:00～ 9:30

　受　付
　開講の挨拶・オリエンテーション

  日本の地形・地質、地質調査
                        の方法とその動向
　    ―なぜ地質調査が必要か―

　応用地質株式会社
　社会インフラ事業部　技術部
　部長代理

　応用地質株式会社
　技術本部　ジオデザインセンター
　地質・地盤リスクグループ
　グループマネージャー

中　嶋　勲　雄

宮　本　浩　二

令和５年度研修「地質調査」時間割
―地盤に関わる諸問題解決の知識と留意点についてー

月日 時　　間 教　　科　　目
講　　　　　師

【お知らせ】
受講申込受付後、事前提出していただく「演習問題」を申込用紙の「勤務先」メール欄のアドレス宛に送信い

たしますので、「@jctc.jp」からのメールを受信できるようにしておいてください。また、メールアドレスは、正確
に分かりやすく記入してください。






